
1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・到着便名　１２桁

2 処理結果コード
an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果コードを出力

3 到着便名１
an 6 C

正常終了の場合で、フライト・ナンバーが３桁で入力され
た場合は、４桁に変換し出力

4 到着便名２
an 5 C

以下の形式で出力
ＤＤＭＭＭ

5 到着空港
an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード 省略した場合は、入力者から変換した到着空港を出力

項番6以降は正常終了の場合のみ、出力
6 共同運航表示

an 1 C
航空事前情報ＤＢに登録されている共同運航表示を出力

7 国籍
an 2 C

航空事前情報ＤＢに登録されている国籍を出力

8 到着予定年月日
n 8 C

航空事前情報ＤＢに登録されている到着予定年月日を出力

9 到着予定時刻
n 4 M

航空事前情報ＤＢに登録されている到着予定時刻を出力

10 ＡＷＢ件数
n 3 C

航空事前情報ＤＢに登録されているＡＷＢ件数を出力

11
50

ＡＷＢ番号
an 20 M

航空事前情報ＤＢに登録されているＡＷＢ番号を出力

12
*

スプリット表示
an 1 C

航空事前情報ＤＢにスプリットの旨が登録されている場合
は、「Ｓ」を出力

13

*

ＵＬＤ収容貨物表示

an 1 C

（１）航空事前情報ＤＢにＵＬＤ収容の旨が登録されてい
る場合は、「Ｕ」を出力
（２）航空事前情報ＤＢにＵＬＤの旨が登録されている場
合は、「Ｋ」を出力

14
*

個数
n 6 C

航空事前情報ＤＢに登録されている個数を出力

15

*

重量

n 8 C

航空事前情報ＤＢに登録されている重量を以下の形式で出
力
ＺＺＺＺＺ９．９

16
*

重量単位コード
n 3 M

航空事前情報ＤＢに登録されている重量単位を出力

17
*

品名
an 21 C

航空事前情報ＤＢに登録されている品名を出力

18
*

特殊貨物記号
an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨物）
コード

航空事前情報ＤＢに登録されている特殊貨物記号を出力

19

*

仕出地

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

航空事前情報ＤＢに登録されている仕出地を出力

20

*

仕向地

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

航空事前情報ＤＢに登録されている仕向地を出力

21
*

運送種別
an 1 C

航空事前情報ＤＢに登録されている運送種別を出力

22
*

報告年月日
n 8 M

航空事前情報ＤＢに登録されている報告年月日を出力

23
*

報告時刻
n 4 M

航空事前情報ＤＢに登録されている報告時刻を出力

24
*

報告者
an 5 M

利用者コード 航空事前情報ＤＢに登録されている報告者を出力

25

*

航空通信回線利用

an 1 C

（１）航空事前情報ＤＢに登録されている航空通信回線利
用を出力
（２）初回報告に航空通信回線を利用した場合に出力
Ｓ：ＳＩＴＡ網を利用した報告
Ａ：ＡＲＩＮＣ網を利用した報告
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